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1 調査の概要 

1.1 調査目的 

津久見市では市役所の庁舎移転・建設と新たな観光・休憩施設を建設する計画を進めてお

り、これらのことについて、市民の皆様のご意見やお考えを把握することを目的に調査を実

施した。 

 

1.2 実施内容 

1.2.1 調査対象 

津久見市在住の 18歳以上の市民の中から、1,800名を抽出。 

調査対象の抽出方法は 2020年 7月 1日現在の津久見市住民基本台帳に基づき、地区の人

口に応じて、年齢、性別で層化し無作為抽出を行った。 

 

1.2.2 調査方法 

郵送により質問紙を配布し、郵送または電子申請により回収した。 

 

1.2.3 調査期間 

2020年 7月 22日～2020年 8月 17日 

 

1.2.4 回収状況 

発送数  1,800票 

実発送数 1,793票（住所不明で 7名に送付できなかった） 

回収数  659票（郵送 539票、インターネット 120票）   

回収率  36.8% 

なお、回収した全てを有効回答とした。 

 

1.2.5 調査結果の表示方法 

・ 回答数は主に凡例中に「n=〇〇〇」と表記している。 

・ 図の百分率（%）は、小数点第 2位を四捨五入した値を標記している。そのため、項目

ごとの割合を足し合わせた際に、100.0%にならない場合がある。 

・ 本報告書の図の回答選択肢については、趣旨が変わらない程度に簡略化している場合が
ある。 

・ 自由記述回答については本報告書においては割愛している。    
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2 調査の結果 

2.1 回答者の属性 

2.1.1 年代 

回答者の年齢は、「50歳代」が 21.7%と最も多く、次いで「40歳代」（20.3%）、「60歳代」

（20.3%）が多かった。 

 

図 1 回答者の年代（n=659） 

 

2.1.2 性別 

回答者の性別は、「女性」が 59.3%と最も多く、次いで「男性」が 36.9%であった。 

 

図 2 回答者の性別（n=659） 

  

0.2%

6.2% 14.5% 20.3% 21.7% 20.3% 15.2%

0.6% 1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=2) 20代(n=40) 30代(n=97) 40代(n=127) 50代(n=145)

60代(n=134) 70以上(n=102) 回答しない(n=4) 無回答(n=8)

36.9% 59.3% 1.2%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=243) 女性(n=391) 回答しない(n=8) 無回答(n=17)
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2.1.3 居住地区 

回答者の居住地区について 6 つの区分に分けた選択肢を設け回答を得た。区分について

は図 3のとおりである。回答者の居住地区は、「津久見地区」が 24.3%と最も多く、次いで

「青江地区」（21.9%）、「岩屋・宮本地区」（15.9%）と続いた。 

 

図 3 居住地区の区分けについて 

 

 

図 4 回答者の居住地区（n=659）※回答者数が多い順   

24.3% 21.9% 15.9% 13.2% 13.1% 10.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

津久見地区(n=160) 青江地区(n=144)

岩屋・宮本地区(n=105) 千怒地区(n=87)

徳浦・堅浦・長目地区(n=86) 日代・四浦・保戸島地区(n=66)

無回答(n=11)

千怒地区 

日代・四浦・保戸島地区 

徳浦・堅浦・長目地区 

（徳浦・堅浦・長目・無垢島） 

青江地区 

（上青江・川上・

警固屋・入船） 

津久見地区 

（彦ノ内・中田・西ノ内・八戸） 

岩屋・宮本地区 
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2.1.4 津久見市での居住歴  回答者の津久見市での居住歴は「30年以上」が 66.5%と最も多く、次いで「25年以上 30

年未満」が 5.9%、「1年以上 5年未満」、「20年以上 25年未満」が 5.8%と続いた。 

 

図 5 回答者の津久見市での居住歴（n=659） 

 

2.1.5 職業  回答者の職業は、「会社員」が 31.9%と最も多く、次いで「無職」が 15.9%、「パート・ア

ルバイト」が 15.2%と続いた。 

 

図 6 回答者の職業（n=659）※回答数が多い順 

  

1.1%

5.8% 5.3%

4.2%

4.1%5.8% 5.9% 66.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満(n=7) 1-5年(n=38) 5-10年(n=35) 10-15年(n=28) 15-20年(n=27)

20-25年(n=38) 25-30年(n=39) 30年以上(n=438) 無回答(n=9)

31.9% 15.2% 15.0% 6.4% 4.1%

3.2%

1.8%

1.2% 1.2%

15.9%

2.6%1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員(n=210) パート・アルバイト(n=100) 専業主婦（夫）(n=99)

自営業(n=42) 公務員(n=27) 農林漁業(n=21)

団体職員(n=12) 経営者・役員(n=8) 学生(n=8)

無職(n=105) その他(n=17) 無回答(n=10)



5 

 

2.1.6 車の免許の有無 

回答者の車の免許の有無について、「免許あり（自由に使える自動車あり）」が 80.1%と最

も多く、「免許なし」が 11.2%、「免許あり（自由に使える自動車なし）」が 7.4%であった。 

 

図 7 回答者の車の免許の有無（n=659） 

  

11.2% 7.4% 80.1%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許なし(n=74) 免許あり（車なし）(n=49) 免許あり（車あり）(n=528) 無回答(n=8)
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2.2 市役所について 

2.2.1 市役所への来訪頻度（全体） 

問 2 市役所には、ふだん、どのくらい行きますか。（○は１つだけ） 

 

回答者の市役所への来訪頻度は「年に 1回以上」が 53.7%と最も多く、次いで「数年に 1

回程度」が 29.3%、「月に 1回以上」が 11.1%と続いた。なお、「ほぼ毎日」とした 15名の

うち 10名が職業を「公務員」としており、この 10名については津久見市職員であること

が推測された。 

 

図 8 市役所への来訪頻度（n=659）  
  

2.3%

2.0%

11.1% 53.7% 29.3%

1.1% 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日(n=15) 週に１回以上(n=13) 月に１回以上(n=73)

年に１回以上(n=354) 数年に1回程度(n=193) 利用したことがない(n=7)

無回答(n=4)
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2.2.2 市役所への来訪頻度（属性別）  市役所への来訪頻度について調査回答者の属性別（「年代」、「居住地区」、「車の免許の
有無」）に整理した。なお、年代については 10歳代が 2名だったので、分析から除外し

た。  年代別について図 9に示した。30歳代以上の年代においては「年に 1回以上」が最も

多い結果となった。20歳代においては「数年に 1回程度」が最も多かった。また、30歳

代以上の年代では「月に 1回以上」との回答が 1割以上みられた。 

 

図 9 年代別における市役所への来訪頻度 
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4.1%

2.4%
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2.9%

3.0%

3.1%

1.0%

11.8%
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11.0%

11.0%

10.3%

5.0%

52.9%

48.5%

53.8%

59.8%

57.7%

37.5%

27.5%

32.1%

30.3%

23.6%

27.8%

50.0%

2.0%

0.7%

0.7%

7.5%

2.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70以上

(n=102)

60代

(n=134)

50代

(n=145)

40代

(n=127)

30代

(n=97)

20代

(n=40)

ほぼ毎日 週に１回以上 月に１回以上 年に１回以上

数年に1回程度 利用したことがない 無回答
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 居住地区別について図 10に示した。千怒地区から徳浦・堅浦・長目地区については「年

に 1 回以上」が多い結果となったが、日代・四浦・保戸島地区については「数年に 1 回程

度」が 50.0%と最も多かった。 

 

図 10 居住地区別における市役所への来訪頻度 

 

 

 

  

1.5%

1.2%

2.1%

5.6%

1.0%

1.5%

3.5%

2.1%

1.3%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日代・四浦・保戸島

(n=66)

徳浦・堅浦・長目

(n=86)

青江

(n=144)

津久見

(n=160)

岩屋・宮本

(n=105)

千怒
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ほぼ毎日 週に１回以上 月に１回以上 年に１回以上

数年に1回程度 利用したことがない 無回答
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免許の有無別について図 11に示した。いずれにおいても「年に 1回以上」が多い結果と

なった。 

 

図 11 免許の有無別における市役所への来訪頻度 

  

2.7%

2.0%

1.7%

4.1%

1.4%

11.0%

10.2%

12.2%

54.7%

51.0%

48.6%

29.0%

26.5%

35.1%

0.4%

6.1%

2.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許あり（車あり）

(n=528)

免許あり（車なし）

(n=49)

免許なし

(n=74)

ほぼ毎日 週に１回以上 月に１回以上 年に１回以上

数年に1回程度 利用したことがない 無回答
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2.2.3 市役所への来訪時の主な交通手段（全体） 

問 2-2 市役所に行くときに、利用するおもな交通手段は何ですか。（〇は１つだけ） 

 

市役所の来訪頻度の設問（問 2）において、「市役所を利用したことがない（n=7）」とし

た回答者を除く、回答者 652 名を対象に市役所への来訪時の主な交通手段を問うた。その

結果、「自家用車」が 84.2%と多く、次いで「自転車」が 6.0%、「徒歩」が 5.7%と続いた。

公共交通機関での来訪は「バス」が 1.4%（n=9）と少なく、JRについても選択肢として設

けていたが、回答者はいなかった。 

 

図 12 市役所への来訪時の主な交通手段（n=652） 

  

84.2%

1.4%

6.0%

1.5%

5.7%

0.5%0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自家用車(n=549) バス(n=9) 自転車(n=39) バイク(n=10)

徒歩(n=37) その他(n=3) 無回答(n=5)
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2.2.4 市役所への来訪時の主な交通手段（属性別）  年代別について図 13に示した。20歳代から 60歳代においては自家用車を用いて市役所

に来訪するという回答が 8 割以上であったが、70 歳以上においては 69.0%であり、徒歩

12.0%、自転車が 11.0%と続いた。 

 

図 13 年代別における市役所への来訪時の主な交通手段 

 

  

69.0%

82.7%

86.8%

89.0%

88.7%

97.3%

2.0%

3.0%

0.8%

1.0%

11.0%

5.3%

6.9%

3.9%

4.1%

2.7%

4.0%

3.0%

0.7%

1.0%

12.0%

6.0%

4.2%

3.9%

5.2%

0.7%

1.6%

2.0%

0.7%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70以上

(n=100)

60代

(n=133)

50代

(n=144)

40代

(n=127)

30代

(n=97)

20代

(n=37)

自家用車 バス 自転車 バイク 徒歩 その他 無回答
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 居住地区別について図 14 に示した。いずれの地区においても自家用車が最も多かった。

特に、青江地区、徳浦・堅浦・長目地区においては自家用車を用いて市役所に来訪するとい

う回答が 9割以上であった。 

津久見市役所が位置する岩屋・宮本地区については徒歩が 21.2%、自転車が 15.4%と他

の地区と比較して多かった。また、日代・四浦・保戸島地区について、徒歩が 13.8%と多か

ったが、この多くは保戸島に居住する市民であると推測される。 

 

図 14 居住地区別における市役所への来訪時の主な交通手段 

 

 

  

78.5%

94.1%

90.1%

89.9%

59.6%

89.7%

3.1%

4.7%

2.3%

1.5%

4.9%

7.6%

15.4%

2.3%

1.2%

1.4%

1.3%

3.8%

1.1%

13.8%

2.1%

1.3%

21.2%

1.1%

0.7%

2.3%

3.1%

0.7%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日代・四浦・保戸島

(n=65)

徳浦・堅浦・長目

(n=85)

青江

(n=142)

津久見

(n=158)

岩屋・宮本

(n=104)

千怒

(n=87)

自家用車 バス 自転車 バイク 徒歩 その他 無回答
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免許の有無別について図 15 に示した。「免許なし」とした回答者については自家用車が

34.7%と最も多かったが、これは同居者などの送迎によるものと考えられる。次いで、徒歩

が 25.0%、自転車が 23.6%と続いた。バスを利用していたのは「免許なし」とした回答者の

みであった。 

「免許あり（自由に使える自動車なし）」とした回答者についても自家用車が最も多かっ

たが、自転車、徒歩と続いた。「免許あり（自由に使える自動車あり）」とした回答者につい

ては 92.6%が自家用車を利用し、市役所に来訪していることが示された。 

 

図 15 免許の有無別における市役所への来訪時の主な交通手段 

  

92.6%

69.6%

34.7% 11.1%

2.7%

15.2%

23.6%

1.3%

2.2%

2.8%

2.7%

10.9%

25.0%

0.4%

1.4%

0.4%

2.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許あり（車あり）

(n=526)

免許あり（車なし）

(n=46)

免許なし

(n=72)

自家用車 バス 自転車 バイク 徒歩 その他 無回答
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2.2.5 市役所への来訪目的 

問 2-3 市役所に行く目的は何ですか。（あてはまるもの全てに〇） 

 

市役所の来訪頻度の設問において、「市役所を利用したことがない（n=7）」とした回答者

を除く、回答者 652名を対象に市役所への来訪目的を問うた。その結果、「戸籍や住民票の

こと」が最も多く、次いで「選挙の投票」、「税金のこと」、「福祉のこと」と続いた。 

 

図 16 市役所への来訪目的（複数回答可） 

※割合は回答対象者（n=652）に占める割合  

3.7%

0.5%

0.6%

0.8%

0.9%

1.2%

1.2%

1.4%

1.7%

1.8%

2.3%

4.1%

4.6%

13.0%

19.6%

23.2%

25.2%

32.2%

74.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他(n=24)

防犯・交通安全のこと(n=3)

市議会への参加・傍聴(n=4)

防災のこと(n=5)

環境・ゴミのこと(n=6)

まちづくり・都市計画のこと(n=8)

建築・住宅のこと(n=8)

商工業・観光のこと(n=9)

道路・河川のこと(n=11)

農林漁業のこと(n=12)

会議の参加・傍聴(n=15)

上下水道のこと(n=27)

教育・スポーツ・文化のこと(n=30)

ＡＴＭの利用(n=85)

医療・介護・年金・保険のこと(n=128)

福祉のこと(n=151)

税金のこと(n=164)

選挙の投票(n=210)

戸籍や住民票のこと(n=486)
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2.2.6 今の市役所の施設への不満 

問 3 今の市役所の施設への不満があれば教えて下さい。（あてはまるもの全てに○） 

 

市役所の来訪頻度の設問において、「市役所を利用したことがない（n=7）」とした回答者

を除く、回答者 652名を対象に今の市役所の施設への不満を問うた。その結果、「駐車場が

使いづらい」が最も多く、次いで「トイレが快適でない」、「窓口や部署がわかりにくい」、

「災害への備えが不足している（（地震、津波など））」、「照明が暗い」と続いた。  一方、「特に不満は感じない」という回答が 139件（21.3%）みられた。 

 

図 17 市役所の施設への不満（複数回答可） 

※割合は回答対象者（n=652）に占める割合 

  

21.3%

6.6%

6.9%

3.1%

3.4%

4.0%

4.9%

7.5%

7.7%

13.8%

17.2%

18.7%

23.2%

24.7%

26.7%

29.0%

33.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

特に不満は感じない(n=139)

その他(n=43)

わからない(n=45)

地域活動などで利用しづらい(n=20)

駐輪場が使いづらい(n=22)

空調の効きが悪い(n=26)

乳幼児連れへの配慮が不足している(n=32)

窓口が離れている(n=49)

立地が悪い(n=50)

高齢者、障がい者への配慮が不足(n=90)

プライバシーへの配慮が不足している(n=112)

待合スペースや通路が狭い(n=122)

照明が暗い(n=151)

災害への備えが不足している(n=161)

窓口や部署がわかりにくい(n=174)

トイレが快適でない(n=189)

駐車場が使いづらい(n=216)
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2.2.7 新しい市役所において、特に重要なこと 

問 4 新しい市役所では、特になにが重要だと思いますか。（特に重要と思うものを３つ

まで） 

  「災害への備えをしっかりする（（地震、津波など））」が最も多く、次いで「窓口や部署
を分かりやすくする」、「駐車場を使いやすくする」、「高齢者、障がい者に配慮する」、「トイ

レを快適にする」と続いた。 

 

図 18 新しい市役所において特に重要なこと（3つまで回答可） 

※割合は有効回答数（n=659）に占める割合 

 

  

21.3%

6.6%

6.9%

3.1%

3.4%

4.0%

4.9%

7.5%

7.7%

13.8%

17.2%

18.7%

23.2%

24.7%

26.7%

29.0%

33.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他(n=34)

わからない(n=9)

特に思いつかない(n=44)

空調がよく効くようにする(n=16)

駐輪場を使いやすくする(n=26)

窓口を近づける(n=28)

立地を改善する(n=50)

乳幼児連れに配慮する(n=52)

地域活動などで利用しやすくする(n=71)

照明を明るくする(n=74)

待合スペースや通路を広げる(n=111)

プライバシーに配慮する(n=143)

トイレを快適にする(n=166)

高齢者、障がい者に配慮する(n=201)

駐車場を使いやすくする(n=214)

窓口や部署を分かりやすくする(n=298)

災害への備えをしっかりとする(n=354)
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2.2.8 市役所移転時の利用頻度と利便性について（全体） 

問 5 新しい市役所の建設が、津久見港埋立地に予定されています。計画が実現したと

き、あなたは市役所などの利用頻度はどうなると思いますか？また、利便性はどのように

なると思いますか？    市役所移転時の利用頻度と利便性について、市役所、スーパーマーケット、商店街、飲食
店、つくみん公園ごとに問うた。その結果、利用頻度について、「変わらないと思う」がど

の項目においても多かった。「増えると思う」という回答に注目すると、市役所が 13.2%、

スーパーマーケット 17.3%、商店街が 4.9%、飲食店が 8.3%、つくみん公園が 16.7%であっ

た。市役所が津久見港埋立地に移転することで、そこに隣接するスーパーマーケット、つく

みん公園の利用頻度が高まるとする回答が他と比較し多かった。 

 

図 19 市役所移転時の施設ごとの利用頻度について 

 

 

 

16.7%

8.3%

4.9%

17.3%

13.2%

75.9%

82.7%

84.1%

78.0%

81.9%

2.4%

3.8%

6.1%

0.8%

1.5%

5.0%

5.2%

5.0%

3.9%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つくみん公園

（n=659）

飲食店

（n=659）

商店街

（n=659）

スーパー

マーケット

（n=659）

市役所

（n=659）

増えると思う 変わらないと思う 減ると思う 無回答
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利便性について、市役所においては「便利になると思う」という回答が 52.5%と過半数

を超えていた。また、「便利になると思う」という回答に注目すると、スーパーマーケッ

トが 25.3%、商店街が 9.3%、飲食店が 11.1%、つくみん公園が 20.6%であった。いずれ

の項目についても「便利になると思う」という回答数が「不便になると思う」という回答

数を大きく上回っており、市役所の移転による利便性の向上が示唆される結果となった。 

 

図 20 市役所移転時の施設ごとの利便性について 

  

20.6%

11.1%

9.3%

25.3%

52.5%

72.8%

81.9%

82.7%

69.5%

37.0%

0.8%

1.4%

2.4%

0.5%

6.2%

5.8%

5.6%

5.6%

4.7%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

つくみん公園

（n=659）

飲食店

（n=659）

商店街

（n=659）

スーパー

マーケット

（n=659）

市役所

（n=659）

便利になると思う 変わらないと思う 不便になると思う 無回答
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2.2.9 市役所移転時の市役所の利用頻度と利便性（属性別）  

（1）利用頻度 

市役所移転時の市役所の利用頻度について属性別で整理した。年代別について図 21に示

した。「増えると思う」という回答は 70歳以上で最も多く 18.6%、次いで 60歳代が 17.9%

と続いた。 

 

 

図 21 年代別における市役所移転時の市役所の利用頻度 

  

18.6%

17.9%

7.6%

13.4%

11.3%

10.0%

67.6%

76.1%

90.3%

83.5%

88.7%

90.0%

2.9%

1.5%

1.4%

2.4%

10.8%

4.5%

0.7%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70以上

(n=102)

60代

(n=134)

50代

(n=145)

40代

(n=127)

30代

(n=97)

20代

(n=40)

増えると思う 変わらないと思う 減ると思う 無回答
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 居住地区別について図 22に示した。「増えると思う」という回答は千怒地区で最も多く、

次いで徳浦・堅浦・長目地区が続いた。「減ると思う」という回答は現在の市役所が位置す

る岩屋・宮本地区で 5.7%みられたが、同地区においても 13.3%の回答者が「増えると思う」

と回答しており、いずれの地区においても「増えると思う」という回答が「減ると思う」と

いう回答を上回っていた。 

 

図 22 居住地区別における市役所移転時の市役所の利用頻度 

  

13.6%

15.1%

12.5%

10.6%

13.3%

16.1%

80.3%

81.4%

85.4%

85.6%

77.1%

80.5%

1.9%

5.7%

1.1%

6.1%

3.5%

2.1%

1.9%

3.8%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日代・四浦・保戸島

(n=66)

徳浦・堅浦・長目

(n=86)

青江

(n=144)

津久見

(n=160)

岩屋・宮本

(n=105)

千怒

(n=87)

増えると思う 変わらないと思う 減ると思う 無回答
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 免許の有無別について図 23 に示した。「増えると思う」という回答は「免許なし」とし

た回答者において 24.3%と多かった。いずれにおいても「増えると思う」という回答が「減

ると思う」という回答を上回っていた。 

 

図 23 免許の有無別における市役所移転時の市役所の利用頻度 

 

 

  

11.6%

14.3%

24.3%

85.8%

75.5%

63.5%

0.9%

4.1%

4.1%

1.7%

6.1%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許あり（車あり）

(n=528)

免許あり（車なし）

(n=49)

免許なし

(n=74)

増えると思う 変わらないと思う 減ると思う 無回答
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（2）利便性 

市役所移転時の市役所の利便性について属性別で整理した。年代別について図 24に示し

た。「便利になると思う」という回答は 50歳以上で最も多く、次いで 70歳以上が続いた。 

 

図 24 年代別における市役所移転時の市役所の利便性 

  

56.9%

53.7%

58.6%

46.5%

53.6%

42.5%

22.5%

33.6%

35.2%

45.7%

40.2%

50.0%

6.9%

7.5%

5.5%

6.3%

5.2%

7.5%

13.7%

5.2%

0.7%

1.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70以上

(n=102)

60代

(n=134)

50代

(n=145)

40代

(n=127)

30代

(n=97)

20代

(n=40)

便利になると思う 変わらないと思う 不便になると思う 無回答
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居住地区別について図 25 に示した。「便利になると思う」という回答は千怒地区で最も

多く、次いで徳浦・堅浦・長目地区、日代・四浦・保戸島地区が続いた。「不便になると思

う」という回答は現在の市役所が位置する岩屋・宮本地区で 14.3%、近接する津久見地区で

13.1%みられたが、岩屋・宮本地区においても 43.8%、津久見地区では 34.4%の回答者が「便

利になると思う」と回答しており、「不便になると思う」の回答を上回っていた。 

 

図 25 居住地区別における市役所移転時の市役所の利便性 

  

66.7%

67.4%

55.6%

34.4%

43.8%

70.1%

24.2%

29.1%

37.5%

50.0%

37.1%

27.6%

1.5%

2.8%

13.1%

14.3%

7.6%

3.5%

4.2%

2.5%

4.8%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日代・四浦・保戸島

(n=66)

徳浦・堅浦・長目

(n=86)

青江

(n=144)

津久見

(n=160)

岩屋・宮本

(n=105)

千怒

(n=87)

便利になると思う 変わらないと思う 不便になると思う 無回答
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免許の有無別について図 26に示した。「便利になると思う」という回答は「免許あり（自

由に使える自動車なし）」とした回答者において 67.3%と多かった。 

 

図 26 免許の有無別における市役所移転時の市役所の利便性 

  なお、他の施設についても属性別において分析を行ったが、本報告書においては割愛し
た。 

 

  

51.1%

67.3%

56.8%

40.0%

18.4%

28.4%

6.6%

8.2%

2.7%

2.3%

6.1%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

免許あり（車あり）

(n=528)

免許あり（車なし）

(n=49)

免許なし

(n=74)

便利になると思う 変わらないと思う 不便になると思う 無回答
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2.3 新たな観光・休憩施設について 

2.3.1 新たな観光・休憩施設にあると良いもの 

問 6 新たな観光・休憩施設には、何があると良いと思いますか。（あてはまるもの全て

に○） 

  新たな観光・休憩施設にあると良いものについては「トイレ」が 53.0%と最も多く、「レ

ストラン・お食事処」、「産地直売所」と続き、50%以上の回答があった。また、「お土産店」、

「カフェテラス」、「バス停」、「タクシー乗り場」、「スポーツ施設」という回答が寄せられた。  

「トイレ」、「レストラン・お食事処」、「産地直売所」、「お土産店」「カフェテラス」のよ

うな一般的な交流拠点施設に設けられる施設が上位を占めたが、「バス停」「タクシー乗り場」

といった交通拠点となる施設を挙げる回答もみられた。  調査回答者の属性別（「年代」、「居住地区」、「車の免許の有無」）に比較を行った結果、特
に年代別においては差異がみられたので、年代別の結果について表 1 に示した。全体の結

果より 10%以上高い箇所を黄色、10%以上低い箇所を水色で表している。 

新たな観光・休憩施設にあると良いものについて、20 歳代では「スポーツ施設」の回答

が最も多かった。「バーベキュー場」、「オートキャンプ場」、「カフェテラス」、「キッズスペ

ース」の項目では割合が全体と比較し、10%以上高かった。30 歳代では「レストラン・お

食事処」の回答が最も多かった。「キッズスペース」、「授乳室・おむつ替えスペース」、「ス

ポーツ施設」、「バーベキュー場」の項目では割合が全体と比較し、10%以上高かった。40歳

代と 60歳代では「産地直売所」の回答が最も多かった。50歳代では「トイレ」の回答が最

も多かった。70歳以上では「産地直売所」の回答が最も多く、「バス停」、「タクシー乗り場」、

「絵画や作品などが展示できる場所」の項目では割合が全体と比較し、10%以上高かった。 
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図 27  新たな観光・休憩施設にあると良いもの（複数回答可） 

※割合は有効回答者数（n=659）に占める割合 

7.7%

4.2%

2.6%

3.0%

4.6%

5.8%

6.4%

6.5%

7.9%

8.0%

8.2%

10.9%

12.0%

12.0%

12.1%

12.4%

12.9%

14.0%

16.8%

19.1%

22.3%

22.5%

25.5%

28.8%

33.1%

41.1%

51.1%

51.3%

53.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に思いうかばない(n=51)

その他(n=28)

学習塾(n=17)

ダンスができる場所(n=20)

シェアオフィス(n=30)

チャレンジショップ(n=38)

楽器の演奏ができる場所(n=42)

地場産業の資料展示(n=43)

薬局(n=52)

オートキャンプ場(n=53)

バーベキュー場(n=54)

歴史の資料展示(n=72)

貸し会議室(n=79)

移住希望者の相談窓口(n=79)

就業相談窓口(n=80)

絵画や作品などが展示できる場所(n=82)

農水産物の加工所(n=85)

医療施設(n=92)

展望デッキ(n=111)

キッズスペース(n=126)

スポーツ施設(n=147)

タクシー乗り場(n=148)

授乳室・おむつ替えスペース(n=168)

バス停(n=190)

カフェテラス(n=218)

お土産店(n=271)

産地直売所(n=337)

レストラン・お食事処(n=338)

トイレ(n=349)
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表 1 年代別における新たな観光・休憩施設にあると良いもの 

 

（黄色：全体より 10%以上高い、水色：全体より 10%以上低い） 

 

  

全体

(n=659)

20代

(n=40)

30代

(n=97)

40代

(n=127)

50代

(n=145)

60代

(n=134)

70以上

(n=102)

トイレ 53.0% 35.0% 55.7% 52.8% 53.8% 57.5% 52.9%

レストラン・お食事処 51.3% 50.0% 56.7% 52.0% 51.7% 50.0% 48.0%

産地直売所 51.1% 35.0% 38.1% 58.3% 51.7% 59.7% 52.9%

お土産店 41.1% 30.0% 45.4% 43.3% 41.4% 44.8% 35.3%

カフェテラス 33.1% 45.0% 45.4% 40.9% 33.1% 26.9% 17.6%

バス停 28.8% 27.5% 28.9% 18.9% 31.0% 27.6% 43.1%

授乳室・おむつ替えスペース 25.5% 15.0% 43.3% 23.6% 27.6% 23.1% 17.6%

タクシー乗り場 22.5% 25.0% 17.5% 21.3% 20.0% 21.6% 33.3%

スポーツ施設 22.3% 55.0% 35.1% 23.6% 15.9% 19.4% 8.8%

キッズスペース 19.1% 30.0% 40.2% 18.9% 15.9% 12.7% 8.8%

展望デッキ 16.8% 12.5% 13.4% 18.9% 16.6% 17.2% 19.6%

医療施設 14.0% 20.0% 9.3% 11.8% 15.2% 14.2% 15.7%

農水産物の加工所 12.9% 5.0% 10.3% 16.5% 14.5% 14.2% 10.8%

絵画や作品などが展示できる場所 12.4% 12.5% 10.3% 5.5% 9.0% 17.9% 22.5%

就業相談窓口 12.1% 15.0% 15.5% 16.5% 12.4% 9.7% 6.9%

移住希望者の相談窓口 12.0% 12.5% 16.5% 15.7% 9.0% 8.2% 12.7%

貸し会議室 12.0% 12.5% 12.4% 12.6% 13.1% 8.2% 13.7%

歴史の資料展示 10.9% 5.0% 7.2% 7.9% 9.0% 14.2% 20.6%

バーベキュー場 8.2% 32.5% 19.6% 7.1% 4.1% 4.5% 0.0%

オートキャンプ場 8.0% 27.5% 14.4% 9.4% 4.1% 6.7% 0.0%

薬局 7.9% 5.0% 7.2% 7.1% 7.6% 9.7% 9.8%

地場産業の資料展示 6.5% 5.0% 6.2% 6.3% 5.5% 7.5% 8.8%

楽器の演奏ができる場所 6.4% 5.0% 4.1% 11.0% 4.8% 8.2% 3.9%

チャレンジショップ 5.8% 5.0% 7.2% 7.1% 9.0% 1.5% 4.9%

シェアオフィス 4.6% 2.5% 5.2% 8.7% 3.4% 1.5% 4.9%

ダンスができる場所 3.0% 2.5% 6.2% 5.5% 2.1% 2.2% 0.0%

学習塾 2.6% 2.5% 4.1% 6.3% 1.4% 0.7% 1.0%

その他 4.2% 10.0% 6.2% 5.5% 2.8% 3.7% 2.0%

特に思いうかばない 7.7% 2.5% 6.2% 4.7% 10.3% 9.7% 7.8%
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2.3.2 新たな観光・休憩施設の想定される利用頻度 

問 7 新たな観光・休憩施設ができたら、どのくらい利用すると思いますか。（○は１つ

だけ） 

 

問 6において、「特に思い浮かばない（n=51）」とした回答者を除く、回答者 608名を対

象に新たな観光・休憩施設の想定される利用頻度を問うた。「月に 1 回以上」が最も多く、

「わからない」、「年に 1回以上」、「週に 1回以上」と続いた。 

 

図 28 新たな観光・休憩施設の利用頻度について（n=608） 

 

  

1.0%

16.6% 31.3% 18.4%

0.8%

6.6% 21.4%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日(n=6) 週に１回以上(n=101) 月に１回以上(n=190)

年に１回以上(n=112) 数年に１回程度(n=5) ほとんど利用しない(n=40)

わからない(n=130) 無回答(n=24)
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2.3.3 周辺地域の観光経験の有無について 

問 8 過去 1年間に、周辺の地域（臼杵市・佐伯市などの大分県南、延岡市・日向市など

の宮崎県北）で、観光をしましたか。どんな観光をしましたか。（あてはまるもの全てに

○） 

  過去 1 年間に周辺の地域を「観光した」という回答が 73.3%であり、「観光していない」

という回答（23.2%）より多かった。  どのような観光をしたかについては、「レストラン・お食事処を利用した」が最も多く、
「ドライブをした」、「観光地・スポットに行った」が続いた。 

 

図 29 過去 1年間に周辺の地域を観光したかどうかについて（n=659） 

 

 

図 30 どのような観光を行ったかについて（複数回答可） 

※割合は観光を行ったとした回答者（n=483）に占める割合 

 

 

  

73.3% 23.2% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

観光した(n=483) 観光していない(n=153) 無回答(n=23)

5.0%

11.2%

49.9%

53.2%

69.2%

80.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

その他(n=24)

宿泊施設に泊まった(n=54)

お土産を買った(n=241)

観光地・スポットに行った(n=257)

ドライブをした(n=334)

レストラン・お食事処を利用した(n=388)
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2.3.4 周辺の地域を観光した際の不満について 

問 8-2 このとき不満に感じたことはありますか。どんな不満ですか。（あてはまるもの

全てに○）    「観光した」と回答した方に不満に感じたことについて問うたところ、「不満に感じたこ
とがある」との回答が 39.1%であった。具体的な不満としては「トイレ」が最も多く、次い

で「レストラン・お食事処」、「道路」、「観光案内」と続いた。 

 

図 31 観光における不満の有無（n=483） 

 

 

図 32 観光の際に感じた不満について 

※割合は不満に感じたことがあるとした回答者（n=189）に占める割合 
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特に不満は感じなかった(n=294) 不満に感じたことがある(n=189)
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レストラン・お食事処(n=39)

トイレ(n=57)
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